
 

 

 

 

①  一時停止 場所での 停止時間が短い 
   → 一時停止場所では、停止線直前で、確実に止まる。 
 

② 首を動かしての 左右の安全確認 が不十分 
   → 目だけでなく、首を動かして、左右の安全確認を十分にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２,１８６ ３５ ２,６７３ 

前 年 ２,２２１ ３１ ２,７９８ 

増 減 -３５ ＋４ -１２５ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ７０３ １３ ３４３ 

前 年 ７１１ ２０ ３３５ 

増 減 -８ -７ ＋８ 

第１１号 

2023 年 

11月 24 日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

最少月【５月】             最多月【１２月】 

計 ５６２件                計 ９４６件 約１．７倍 

県内の月別交通事故発生件数  全時間帯 【令和２年～４年合計】 
 

１２月になると、交通量が増加するため、交通死亡事故など重大事故が多発する傾向に

あります。 

車を運転中に、子どもや高齢者を見かけたら、その行動に十分注意して運転しましょう。 

交差点における 高齢ドライバ― の特徴 

【 滋賀大学 との オブジェ （運転技能自動評価システム） データ分析 による 】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

最少月【６月】             最多月【１２月】 

計 ６１件                計 １４９件 約２．４倍 

※ここでいう「夕暮れ時」とは、日の入り時刻（大津市）の前後１時間をいう。 

 

県内の月別交通事故発生件数  夕暮れ時 【令和２年～４年合計】 

 

夕暮れ時は急に暗くなり、周囲の状況の変化に目が慣れるのが追い付かなくなります。 

また車の運転者から見えにくくなる時間帯と自転車や歩行者が帰宅などで多く往来する

時間帯が重なり、事故の危険性が非常に高くなります。 

運動の重点 

① 子どもと高齢者を始めとする交通事故防止の推進 

② 飲酒運転・妨害運転等の危険運転の根絶 

③ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

④ 横断歩道利用者ファースト運動の推進 

同じ場所でも４５分程の間に、これだけ暗くなります！ 


